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(57)【要約】
　本発明は、ハウジングを備える衛生設備（１）であっ
て、ハウジングには第１のハウジング部分（１０）と、
第１のハウジング部分に対して可動の第２のハウジング
部分（２０）とが設けられる衛生設備（１）に関する。
衛生設備は、休止位置と使用位置との間で第２のハウジ
ング部分を移動できるように構成される。ハウジングに
は、少なくとも第１および第２のドアセグメント（１５
，２５）を備えるドアが設けられる。第１のハウジング
部分は、第１のドアセグメントを備え、第２のハウジン
グ部分は、第２のドアセグメントを備える。第１のドア
セグメント（１５）は、中空形状をとり、第２のドアセ
グメント（２５）は、第１のドアセグメント内に摺動自
在に収容される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛生設備のためのハウジング（１，１０１）であって、前記ハウジングは、第１のハウ
ジング部分（１０，１１０）と、前記第１のハウジング部分に対して移動可能に配置され
た第２のハウジング部分（２０，１２０）とを備え、前記ハウジングは、休止位置と使用
位置との間で前記第２のハウジング部分の移動のために構成され、前記ハウジングは１つ
のドアを備え、このドアは、少なくとも第１および第２のドアセグメント（１５，２５；
１１５，１２５）を含み、前記第１のハウジング部分は前記第１のドアセグメントを含み
、前記第２のハウジング部分は前記第２のドアセグメントを含む、ハウジングにおいて、
　前記第１のドアセグメント（１５；１１５）は中空形状をとり、また前記第２のドアグ
メント（２５；１２５）は、前記第１のドアセグメント内に摺動可能に受け入れられてい
ることを特徴とする、ハウジング。
【請求項２】
　各ドアセグメント（１５，２５；１１５，１２５）は、開位置と閉位置との間で旋回で
きるようにそれぞれの前記ハウジング部分（１０，２０；１１０，１２０）に取り付けら
れている、請求項１に記載のハウジング。
【請求項３】
　ピボットピンを有し、このピボットピンは、前記上部ドアセグメント（２５）内に延び
る上部（３５）と、前記下部ドアセグメント（１５）内に延びる下部（３４）とを有し、
前記上部（３５）は前記下部（３４）に摺動可能に受け入れられる、請求項２に記載のハ
ウジング。
【請求項４】
　前記第１のハウジング部分（１０；１１０）は、複数の第１の壁セグメント（１２，１
３，１４；１１２，１１３，１１４）と、前記第１の壁セグメントを相互に接続するため
の複数の第１の中空管状セグメント（１６，１７，１８，１９；１１６，１１７，１１８
，１１９）とを有し、前記第２のハウジング部分（２０；１２０）は、複数の第２の壁セ
グメント（２２，２３，２４；１２２，１２３，１２４）と、前記第２の壁セグメントを
相互に接続するための複数の第２の管状セグメント（２６，２７，２８，２９；１２６，
１２７，１２８，１２９）とを有し、前記第２の管状セグメントは、前記第１の中空管状
セグメント内に摺動可能に受け入れられる、請求項１、２、または３に記載のハウジング
。
【請求項５】
　前記使用位置において前記第２の管状セグメント（１２６，１２７，１２８，１２９）
を前記第１の管状セグメント（１１６，１１７，１１８，１１９）内に固定するためのロ
ック手段（１４０）を有し、前記ロック手段は前記第１の管状セグメントに配置され、且
つ第２の管状セグメントに係合する、請求項４に記載のハウジング。
【請求項６】
　前記第１のハウジング部分（１０；１１０）は底部（１１；１１１）を備え、前記第２
のハウジング部分（２０；１２０）は屋根（２１；１２１）を備える、請求項１から５ま
での１つまたは複数に記載のハウジング。
【請求項７】
　前記底部（１１；１１１）および／または前記屋根（２１；１２１）は、フォークリフ
トのフォークを受け入れるための開口部（１１Ａ、２１Ａ；１１１Ａ、１２１Ａ）を備え
る、請求項６に記載のハウジング。
【請求項８】
　前記底部（１１；１１１）および／または前記屋根（２１；１２１）は、前記休止位置
において衛生設備を積み重ねるための位置決め要素（２１Ｐ；１２１Ｐ）を備える、請求
項６または７に記載のハウジング。
【請求項９】
　前記第１のハウジング部分（１０；１１０）は、前記第１のドアセグメント（１５；１
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１５）を前記閉位置に拘束するための拘束手段を備える、請求項１から８までの１つまた
は複数に記載のハウジング。
【請求項１０】
　前記第１のハウジング部分（１０）は、複数の中空の第１の壁セグメント（１２，１４
）を備え、前記中空の第１の壁セグメント（１２，１４）内に前記第２のハウジング部分
（２０）の第２の壁セグメント（２２，２４）が摺動可能に受け入れられる、請求項１か
ら９までの１つまたは複数に記載のハウジング。
【請求項１１】
　人間の排泄物および／または尿のための１つまたは複数の容器（３０）が、前記第１の
ハウジング部分（１０）内に配置される、請求項１から１０までの１つまたは複数に記載
のハウジング。
【請求項１２】
　前記ハウジング（１，１０１）は一人用キャビンである、請求項１から１１までの１つ
または複数に記載のハウジング。
【請求項１３】
　前記ハウジング（１０，２０；１１０，１２０）は略長方形の横断面を有する、請求項
１から１２までの１つまたは複数に記載のハウジング。
【請求項１４】
　請求項１から１３までの１つまたは複数に記載の２以上のハウジングのアセンブリであ
って、前記ハウジングを互いに結合するための結合手段（１５０）をさらに有する、アセ
ンブリ。
【請求項１５】
　前記第１および第２のハウジング部分は、前記結結手段を通過させるための開口部を備
える、請求項１４に記載のアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衛生設備のためのハウジングに関し、ハウジングには、第１のハウジング部
分と、第１のハウジング部分に対して移動自在に配置される第２のハウジング部分とが設
けられ、ハウジングは、休止位置と使用位置との間で第２のハウジング部分を移動できる
ように構成され、ハウジングには、１つのドアが設けられ、このドアは、少なくとも第１
および第２のドアセグメントを備え、第１のハウジング部分は、第１のドアセグメントを
備え、第２のハウジング部分は、第２のドアセグメントを備える。
【背景技術】
【０００２】
　この種の衛生設備は、国際公開第２００８／０８９３１９号パンフレットによって知ら
れている。知られている衛生設備は、トイレ設備として構成され、イベント、建築現場、
または緊急事態における移動可能な使用を目的としている。知られている衛生設備は、互
いに滑り合う３つのハウジング部分を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００８／０８９３１９号パンフレット
【特許文献２】オランダ国特許第２０１３８４６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、序文に述べたタイプの改良された衛生設備を提供することであり、こ
れは、移動式の使用を意図しており、工具を用いて一人で迅速かつ信頼できる方法で設置
され得る。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明による衛生設備は、この目的のために、第１のドアセグメントが中空形状をとり
、第２のドアセグメントが第１のドアセグメント内に摺動自在に収容されるという特徴を
有する。
【０００６】
　第１のハウジング部分の中空ドアセグメントは、第２のハウジング部分のドアセグメン
トを案内する。それによって、休止位置と使用位置との間の信頼できる移動が保証される
。本発明による衛生設備は、さらに、これによって安定した構造を得る。結果として、本
発明による衛生設備は、使用位置に据え付けられることができ、使用後に正しい工具を用
いて一人のみによって休止位置に戻され得る。これにより、労働コストの大幅な節約が生
じる。休止位置においては、本発明による衛生設備は使用位置の場合よりも約５０％小さ
く、したがって、本発明による衛生設備の２倍が、同じ空間に収まることになる。これに
より、輸送および保管の大幅な節約が生じる。
【０００７】
　第１のドアセグメントが中空形状をとり、第２のドアセグメントが第１のドアセグメン
ト内に摺動自在に収容される序文による衛生設備は、同じ出願人のオランダ国特許第２０
１３８４６号明細書（未公開）によって知られている。出願人の知られている衛生設備は
、公共の場での常設を目的としている。第３の、地下のハウジング部分およびハウジング
部分のための一体型駆動が、この目的のために存在する。
【０００８】
　第１の好ましい実施形態においては、各ドアセグメントは、開位置と閉位置との間で旋
回できるようにそれぞれのハウジング部分に取り付けられる。第１の好ましい実施形態の
さらなる開発によれば、ハウジングは、ピボットピンを備え、このピボットピンは、上部
ドアセグメント内で延在する上部と、下部ドアセグメント内で延在する下部とを有し、上
部は、下部内に摺動自在に収容される。互いに対して摺動可能なピボットピンの部分は、
休止位置と使用位置との間の移動中にドアの正しい位置を確保する。
【０００９】
　その後の好ましい実施形態においては、第１のハウジング部分は、第１の壁セグメント
と、第１の壁セグメントを相互に接続するための第１の中空管状セグメントとを備え、第
２のハウジング部分は、第２の壁セグメントと、第２の壁セグメントを相互に接続するた
めの第２の管状セグメントとを備え、第２の管状セグメントは、第１の中空管状セグメン
ト内に摺動自在に収容される。管は、第１のハウジング部分と第２のハウジング部分との
間の追加の案内を提供し、本発明による衛生設備の信頼性のある動作および安定性を高め
る。セグメント化管は、さらに、本発明による衛生設備の構造を強化する。
【００１０】
　このその後の好ましい実施形態の実際的な詳細においては、ハウジングは、第１の管状
セグメント内の第２の管状セグメントを使用位置にロックするためのロック手段を備え、
そのロック手段は、第１の管状セグメントに配置され、第２の管状セグメントに係合する
。管上のロック手段は、非常に信頼性のある、安全な４点ロックを提供する。
【００１１】
　さらなる好ましい実施形態によれば、第１のハウジング部分には底部が設けられ、第２
のハウジング部分には屋根が設けられる。それぞれ、底部および屋根は、それぞれ第１の
ハウジング部分および第２のハウジング部分のスパン構造を各々形成し、それによって、
本発明による衛生設備の構造がさらに強化される。
【００１２】
　エレガントな好ましい実施形態によれば、底部および／または屋根には、フォークリフ
トのフォークを受け入れるための開口部が設けられる。フォークリフトを用いると、一人
が、保管、設置、解体の全プロセスを有利に行うことができる。
【００１３】
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　実用的な好ましい実施形態によれば、底部および／または屋根には、衛生設備を休止位
置に積み重ねるための位置決め要素が設けられる。
【００１４】
　第１のハウジング部分には、好ましくは、第１のドアセグメントを閉位置に拘束するた
めの拘束手段が設けられる。拘束手段を使用すると、本発明による衛生設備の信頼性が増
大する。
【００１５】
　本発明による衛生設備は、好ましくは、人間の排泄物および／または尿のための１つま
たは複数の容器が第１のハウジング部分に配置されるトイレ設備として意図されている。
貯蔵リザーバが、任意選択的に底部に配置され、１つまたは複数の容器が、貯蔵リザーバ
に接続される。あるいは、１つまたは複数の容器は、既存の下水道に接続するための排水
管に接続可能である。
【００１６】
　もう１つの好ましい実施形態においては、第１のハウジング部分には、第２のハウジン
グ部分の第２の壁セグメントが摺動自在に収容される中空の第１の壁セグメントが設けら
れる。
【００１７】
　最適な好ましい実施形態においては、ハウジングは、一人用キャビンである。
【００１８】
　コンパクトな好ましい実施形態においては、ハウジングは、概ね長方形の横断面を有す
る。このコンパクトな好ましい実施形態においては、本発明による衛生設備は、最適な積
み重ね性能を有し、複数の衛生設備が、できるだけ効率的にトラックに積まれるかまたは
収容空間に保管され得る。
【００１９】
　本発明はまた、本発明による２つ以上のハウジングのアセンブリに関し、アセンブリは
、ハウジングを結合するための結合手段をさらに備える。アセンブリは、ハウジングの異
なるタイプおよび数の最適構成を備えることができる。結合のおかげで、アセンブリは、
輸送および設置および使用中に全体として取り扱われ得る。第１および第２のハウジング
部分には、好ましくは、結合手段を通過させるための開口部が設けられる。
【００２０】
　次に、本発明は、図を参照してより詳細に説明されることになる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】開いたドアを有する使用位置における本発明による衛生設備の第１の好ましい
実施形態の概略図である。
【図１Ｂ】閉じたドアを有する使用位置における図１Ａの衛生設備の概略図である。
【図１Ｃ】休止位置における図１Ｂの衛生設備の概略図である。
【図１Ｄ】異なる視点からの図１Ａの概略図である。
【図１Ｅ】図１Ｄの一部をより詳細に示す図である。
【図１Ｆ】図１Ｄの一部をより詳細に示す図である。
【図１Ｇ】図１Ｄの一部をより詳細に示す図である。
【図１Ｈ】図１Ｄの一部をより詳細に示す図である。
【図２Ａ】開いたドアを有する使用位置における本発明の第２の好ましい実施形態として
のキャビンの概略図である。
【図２Ｂ】閉じたドアを有する使用位置における図２Ａのキャビンの概略図である。
【図２Ｃ】休止位置における図２Ｂのキャビンの概略図である。
【図２Ｄ】図２Ａの一部をより詳細に概略的に示す図である。
【図３Ａ】使用位置における２つの結合されたキャビンのアセンブリの概略図である。
【図３Ｂ】休止位置における図３Ａの２つの結合されたキャビンの概略図である。
【図３Ｃ】図３Ａの一部をより詳細に概略的に示す図である。
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【図３Ｄ】図３Ｃの一部をより詳細に概略的に示す図である。
【図３Ｅ】分解された部品を有する図３Ｄの図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１Ａ、図１Ｂ、および図１Ｃは、さまざまな位置における本発明による衛生設備１の
ためのハウジングの第１の好ましい実施形態を示している。図１Ａは、使用位置において
開いたドアを有する衛生設備１を示している。図１Ｂは、同様に使用位置において閉じた
ドアを有する衛生設備１を示し、図１Ｃは、休止位置において閉じたドアを有する衛生設
備１を示している。
【００２３】
　衛生設備１は、互いに対して摺動可能な２つのハウジング部分を備える。第１のハウジ
ング部分１０は、そこから第１の壁セグメント１２，１３および１４が延在する底部１１
を備える。第１のハウジング部分１０は、第１のドアセグメント１５をさらに備える。第
２のハウジング部分２０は、そこから第２の壁セグメント２２，２３および２４が延在す
る屋根またはカバー２１を備える。第２のハウジング部分２０は、第２のドアセグメント
２５をさらに備える。
【００２４】
　示された好ましい実施形態においては、壁セグメント１２，２２は、壁セグメント１４
，２４と同じように、側壁を形成する。壁セグメント１３，２３は、後壁を形成する。
【００２５】
　示された好ましい実施形態においては、衛生設備は便所としての使用を目的としている
。人間の排泄物および／または尿のための容器（レセプタクル）３０が、このために、第
１のハウジング部分１０に配置される。容器３０は、後壁の第１の壁セグメント１３に押
し付けて配置される。
【００２６】
　本発明によれば、第１のドアセグメント１５は、中空形状をとり、第２のドアセグメン
ト２５は、第１のドアセグメント内に摺動自在に収容される。示された好ましい実施形態
においては、それぞれの第１の壁セグメント１２および１４はまた、中空形状をとり、そ
れぞれの第２の壁セグメント２２および２４は、その中に摺動自在に収容される。第２の
壁セグメント２３は、好ましくは、第１の壁セグメント１３に沿って摺動する。
【００２７】
　第１のドアセグメント１５は、第１のハウジング部分１０に旋回可能に取り付けられ、
第２のドアセグメント２５は、第２のハウジング部分２０に旋回可能に取り付けられる。
使用位置においては、ドアは、それによって図１Ａの開位置と図１Ｂの閉位置との間で旋
回可能なヒンジドアである。
【００２８】
　示された好ましい実施形態においては、第１のハウジング部分１０のそれぞれの隣接す
る第１の壁セグメント１２，１３および１３，１４は、それぞれの第１の管状セグメント
１７および１８によって相互に接続される。第２のハウジング部分２０のそれぞれの隣接
する第２の壁セグメント２２，２３および２３，２４は、同様に、それぞれの第２の管状
セグメント２７および２８によって相互に接続される。示された好ましい実施形態におい
ては、第１の管状セグメント１６は、同様に、第１のドアセグメント１５と第１の壁セグ
メント１２との間の前側に位置している。第２のハウジング部分２０において、第２の管
状セグメント２６は、第２のドアセグメント２５と第２の壁セグメント２２との間に配置
される。第１のドアセグメント１５は、第１の壁セグメント１４に隣接して配置された第
１の管状セグメント１９に取り付けられる。第２のドアセグメント２５は、第２の壁セグ
メント２４に隣接して配置される第２の管状セグメント２９に取り付けられる。第１の管
状セグメント１６，１７，１８，１９は、中空形状をとり、第２の管状セグメント２６，
２７，２８，２９は、その中に摺動自在に収容される。
【００２９】
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　衛生設備１は、機械的補助装置を用いて、一人で休止位置と使用位置との間で移動され
るように開発された。示された好ましい実施形態においては、衛生設備１の屋根２１には
、フォークリフトのフォークを受け入れるための開口部２１Ａが設けられる。開口部２１
Ａは、第１のハウジング部分１０に対して第２のハウジング部分２０を摺動させることを
目的としている。底部１１には、同様に、フォークリフトのフォークを受け入れるための
開口部１１Ａが設けられる。開口部１１Ａは、衛生設備１全体を休止位置に移動させるこ
とを目的としている。
【００３０】
　スピンドルなどの機械的駆動装置が、フォークリフトを使用する代わりに、衛生設備１
に配置され得る。たとえば、１つまたは複数のスピンドルが、管内に収容され得る。
【００３１】
　衛生設備１には、第２のハウジング部分２０を第１のハウジング部分１０に対して使用
位置にロックするためのロック手段が設けられる。関連分野でそれ自体知られている種々
のロック手段が、このために使用され得る。
【００３２】
　第１のハウジング部分１０には、ドアの閉位置において、第１の壁セグメント１２、特
に第１の管状セグメント１６に対して第１のドアセグメント１５を拘束するための拘束手
段がさらに設けられる。
【００３３】
　屋根２１には、衛生設備１を休止位置に積み重ねるための突出部２１Ｐの形の位置決め
要素が配置される。衛生設備の底部１１には、位置決め突出部と協働する凹部（図示せず
）が任意選択的に設けられる。
【００３４】
　図１Ｄは、異なる角度から、開いたドアを有する使用位置の衛生設備１を示している。
図１Ｅから図１Ｈは、図１Ｄの一部を拡大して示している。
【００３５】
　衛生設備１のドアには、下部ドアセグメント１５または上部ドアセグメント２５に要望
通り配置され得るロック３３が設けられる。ロック３３は、要望通り、モーティスロック
またはリムロックであってもよい。
【００３６】
　図１Ｅ、１Ｆおよび１Ｇは、ドアのピボット運動Ｓを示す概略図を示している。図１Ｅ
および図１Ｇにおいて、ドアセグメントは、切断されている。衛生設備１は、２つの部分
からなるピボットピンを備える。ピボットピンの上部３５は、上部ドアセグメント２５内
に延在しており、屋根２１の軸受ブロック３６に固定される。ピボットピンの下部３４は
、下部ドアセグメント１５内に延在し、底部１１の軸受ブロック３７に取り付けられる。
ピボットピンの上部３５は、好ましくは、下部３４に摺動自在に収容される。
【００３７】
　図１Ｈは、その中に第２の壁セグメント２２が摺動自在に収容される、中空の第１の壁
セグメント１２を有する側壁を通る断面図を示している。
【００３８】
　示された好ましい実施形態においては、衛生設備１のハウジングは、概ね長方形の横断
面を有する。衛生設備１の壁セグメントは、概ねＵ字形の横断面を有するフレームを形成
する。このＵ字形のフレームは、好ましくは金属で具体化される。ドアセグメントは、好
ましくは、プラスチック材料で具体化される。
【００３９】
　衛生設備からの廃水を排出する目的で、容器３０は、下水道に接続するための排水管に
接続可能であり得る。他の実施形態においては、第１のハウジング部分１０には、容器３
０が接続される貯蔵リザーバ（図示せず）が設けられる。貯蔵リザーバは、底部１１に収
容され得る。
【００４０】
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　図２Ａ、図２Ｂ、および図２Ｃは、さまざまな位置における本発明によるハウジング１
０１の第２の好ましい実施形態を示している。図２Ａは、使用位置において開いたドアを
有するハウジング１０１を示している。図２Ｂは、同様に、使用位置において閉じたドア
を有するハウジング１０１を示し、図２Ｃは、休止位置において閉じたドアを有するハウ
ジング１０１を示している。
【００４１】
　ハウジング１０１は、衛生設備としての使用を目的としており、これに適している。ハ
ウジング１０１は、容器、シンク、またはシャワーなどの所望の衛生器具が配置され得る
キャビン、より具体的には一人用キャビンである。しかしながら、キャビン１０１はまた
、たとえば、設備または興行ブースを変更するなどの、異なる用途のために構成され得る
。
【００４２】
　キャビン１０１は、互いに対して摺動可能な２つのハウジング部分１１０，１２０を備
える。第１のハウジング部分１１０は、そこから第１の壁セグメント１１２，１１３、お
よび１１４が延在する底部１１１を備える。第１のハウジング部分１１０は、第１のドア
セグメント１１５をさらに備える。第２のハウジング部分１２０は、そこから第２の壁セ
グメント１２２，１２３、および１２４が延在する屋根またはカバー１２１を備える。第
２のハウジング部分１２０は、第２のドアセグメント１２５をさらに備える。
【００４３】
　衛生設備１の場合のように、第１のドアセグメント１１５は、中空形状をとり、第２の
ドアセグメント１２５は、第１のドアセグメント内に摺動自在に収容される。
【００４４】
　示された第２の好ましい実施形態においては、第２の壁セグメント１２２，１２３、お
よび１２４は、第１の壁セグメント１１２，１１３、および１１４に沿って摺動する。
【００４５】
　第１のハウジング部分１１０においては、それぞれの隣接する第１の壁セグメント１１
２，１１３、および１１３，１１４は、それぞれの第１の管状セグメント１１７および１
１８によって相互に接続される。第２のハウジング部分１２０においては、それぞれの隣
接する第２の壁セグメント１２２，１２３、および１２３，１２４は、同様に、それぞれ
の第２の管状セグメント１２７および１２８によって相互に接続される。示された好まし
い実施形態においては、第１の管状セグメント１１６は、同様に、第１のドアセグメント
１１５と第１の壁セグメント１１２との間の前側に位置している。第２のハウジング部分
１２０において、第２の管状セグメント１２６は、第２のドアセグメント１２５と第２の
壁セグメント１２２との間に配置される。第１のドアセグメント１１５は、第１の壁セグ
メント１１４に隣接して配置される第１の管状セグメント１１９に取り付けられる。第２
のドアセグメント１２５は、第２の壁セグメント１２４に隣接して配置される第２の管状
セグメント１２９に取り付けられる。第１の管状セグメント１１６，１１７，１１８，１
１９は、中空形状をとり、第２の管状セグメント１２６，１２７，１２８，１２９は、そ
の中に摺動自在に収容される。第１の管状セグメント１１６，１１７，１１８，１１９は
、第１の壁セグメントに沿って第２の壁セグメントの移動を可能にするように、部分的に
開いた形状をとる。第１の管状セグメント１１６，１１７，１１８，１１９は、第１の壁
セグメント内に前もって形成され得る。本発明の関連の中で、管状セグメント１１６，１
１７，１１８，１１９は、第２の管状セグメント１２６，１２７，１２８，１２９を受け
入れるための第１の管として機能する。
【００４６】
　すべての第１の管状セグメント１１６，１１７，１１８，１１９には、それぞれの第２
の管状セグメントをその中にロックするように構成されるロック手段１４０が配置される
。
【００４７】
　図２Ｄは、キャビン１０１を図２Ａの使用位置にロックするためのロック手段１４０を
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より詳細に示している。ロック手段１４０は、可撓性アタッチメント１４３によって第１
の管状セグメント１１６に配置されるロック要素１４１を備える。第１の管状セグメント
１１６には、ロック要素１４１を受け入れるための第１の開口部１４２がさらに設けられ
る。第２の管状セグメント１２６には、キャビン１０１の使用位置において、ロック要素
１４１を受け入れるための第１の開口部１４２と整列して位置する第２の開口部が設けら
れる。
【００４８】
　キャビン１０１には、ロック１３２がさらに設けられる。第２の好ましい実施形態にお
いては、ロック１３２は、第１の管状セグメント１１６および第１のドアセグメント１１
５を互いにロックするためのスライドロックである。
【００４９】
　キャビン１０１は、好ましくは金属、より好ましくはアルミニウムで具体化される。示
された第２の好ましい実施形態においては、天窓１６０が、屋根に配置される。第１のハ
ウジング部分１１０においては、（廃）水の供給および排出のための接続部１３１がさら
に配置される。
【００５０】
　キャビン１０１の他の技術的手段は、上記のように、衛生設備１のハウジングの技術的
手段に対応する。すべての対応する参照数字は、１００だけ増加される。
【００５１】
　示された好ましい実施形態においては、キャビン１０１は、隣接するキャビンに結合で
きるように構成される。
【００５２】
　図３Ａおよび図３Ｂは、それぞれ使用位置および休止位置における２つの結合されたキ
ャビン１０１のアセンブリを示している。
【００５３】
　図３Ｃおよび３Ｄは、図３Ａのキャビン１０１を結合するための結合手段１５０をより
詳細に示している。図３Ｄは、組み立てられた状態の結合手段１５０を示している。図３
Ｅは、分解された部品を有する結合手段１５０を示している。結合手段１５０は、ボルト
１５１およびナット１５２を有するボルト－ナット結合部を形成する。ボルトは、結合プ
レート１５３に固く固締される。クランピング脚１５４が、さらに設けられる。キャビン
１０１には、それぞれ、ボルト１５１を受け入れるためのいくつかの開口部１５５が設け
られる。示された好ましい実施形態においては、開口部１５５は、屋根１２１の両側に、
および床１１１の両側に配置される。穴は、好ましくは、フォークリフトのフォークと協
働するための開口部１２１Ａおよび１１１Ａの方へ展開し、それにより、組み立てのため
の空間が提供される。
【００５４】
　キャビン１０１は、結合状態において、水、電気、および／または下水道に一緒に接続
され得るように構成される。接続部１３１は、シュレッディングユニットを有する共用ポ
ンプに相互に接続可能であることが好ましい。キャビンは、好ましくは、共通の供給容器
に水でさらに接続される。この種の装置は、好ましくは、アセンブリに追加され得る別個
のハウジング内に収容される。
【００５５】
　本発明は、一人のための開閉可能な収容部を形成する可動の格納式ハウジングに関する
。本発明による複数のハウジングは、アセンブリを形成するように結合され得る。本発明
は、明白に、示され説明された好ましい実施形態に限定されるものではない。ハウジング
の形状および寸法の他の変形は、この本文を基礎として当業者の理解の範囲内にある。ア
センブリを形成するためにハウジングを結合するための他のまたは追加の結合手段は、ア
センブリが配置され得るフレーム、または、アセンブリ内のハウジングを整列させ接続す
るための箱桁などの整列要素を備える。
【００５６】
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　本発明は、２つのハウジング部分を有する好ましい実施形態を基礎として示されている
が、第１のハウジング部分と第２のハウジング部分との間に中間ハウジング部分として受
け入れられる１つまたは複数のさらなるハウジング部分を有する衛生設備を具体化するこ
とも可能である。この場合、ドアセグメントの数は、ハウジング部品の数に等しい。
【００５７】
　したがって、本発明は、特許請求の範囲に定義され、上述の説明および添付図面に照ら
して理解される保護の範囲に属する任意の実施形態にまで及ぶ。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図１Ｄ－１Ｈ】

【図２Ａ】 【図２Ｂ】
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【図２Ｃ】 【図２Ｄ】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】

【図３Ｄ】

【図３Ｅ】
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